
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
、
朝
鮮
へ
の

挑
発
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

高
市
首
相
は
、
28
日
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
で
「
日
米
同
盟
の

新
た
な
黄
金
時
代
」
を
謳
い
、
中
国
を

強
く
牽
制
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
軍
事

力
の
均
衡
に
よ
っ
て
侵
略
を
抑
止
す
る

た
め

に
は
、
中
国
に
勝
る
攻
撃
力
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限
り

な
い
軍
拡
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
30
年
間
実
質

賃
金
も
上
が
ら
ず
、
物
価
が
高
騰
す
る

中
で
増
々
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
憲

法
25
条
で
、
生
存
権
が
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
す
ら
危
う
い
状
況
で
す
。

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
高
市
政
権
と
対
峙
す
る
「
護
憲
の

共
闘
・
共
同
」
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
築
し
、

強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

憲
民
主
党
の
後
退
で
す
。
今
後
、
臨

時
国
会
や
通
常
国
会
に
向
け
て
国
家

情
報
局
や
独
立
し
た
対
外
情
報
庁
の

設
置
、
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
、
さ

ら
に
九
条
改
憲
に
突
き
進
む
こ
と
は

必
至
で
す
。
立
憲
民
主
党
が
高
市
政

権
や
右
翼
改
憲
野
党
と
全
面
対
決
姿

勢
を
打
ち
出
せ
る
か
、
こ
こ
が
正
念

場
で
す
。

ま
た
あ
ま
り
、
報
道
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
本
年
８
月
に
は
、
敵
基
地

攻
撃
を
想
定
し
た
最
大
規
模
の
日
米

軍
事
演
習
（
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ

ゴ
ン
）
を
強
行
。
10
月
20
日
か
ら
は

陸
海
空
の
３
自
衛
隊
に
よ
る
実
動
訓

練
「
自
衛
隊
統
合
演
習
（
Ｊ
Ｘ
）
」

が
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
発

足
し
た
「
統
合
作

戦
司
令
部
」
が
初

め
て
中
心
と
な
り
、

参
加
人
数
は
約
５

万
８
千
人
と
過
去

最
大
で
、
米
軍
や

豪
州
軍
も
加
わ
っ

て
31

日
ま
で
行
わ

就
任
に
あ
た
っ
て
首
相
は
、
ガ

ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
廃
止
法
案

の
成
立
や
「
年
収
１
０
３
万
の
壁
」

の
引
上
げ
に
意
欲
を
示
し
、
国
民

の
歓
心
を
買
お
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
や
り
た
い
の
は
「
際

限
の
な
い
軍
拡
」
で
す
。

高
市
首
相
が
い
う
「
安
保
三
文

書
改
定
の
前
倒
し
」
と
「
戦
略
的

財
政
出
動
」
と
は
、
米
国
製
兵
器

の
爆
買
い
で
あ
り
、
軍
事
産
業
を

基
軸
と
し
た
産
軍
複
合
体
整
備
へ

の
財
政
出
動
で
す
。

高
市
内
閣
は
、
自
民
党
と
日
本

維
新
の
会
の
連
立
政
権
で
す
が
、

維
新
の
「
閣
外
協
力
」
で
の
出
発

と
な
り
ま
し
た
。
自
民
と
維
新
だ

け
で
は
、
衆
参
と
も
過
半
数
に
達

し
て
い
な
い
少
数
政
権
で
す
。
し

か
し
、
高
市
内
閣
と
基
本
政
策
が

一
致
す
る
国
民
民
主
党
や
参
政
党
、

日
本
保
守
党
な
ど
の
補
完
勢
力
が

控
え
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
政
権
と
対
峙
し
歯
止

め
と
な
る
べ
き
野
党
第
一
党
の
立

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で

す

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 2025年11月号外

委員長 岡﨑ひろみ

「護憲の共闘・共同」ブロック強化で

高市政権と右翼改憲野党許さず

２０２５年１１月号

10
月
21
日
、
自
民
党
の
高
市
早
苗
総
裁
が
第
１
０
４
代
首
相
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
憲
政
史
上
初
の
女
性
首
相
の
誕
生
で
す
が
、
戦
後
最
も
危
う

い
政
権
で
す
。
今
す
ぐ
高
市
政
権
の
暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

安
保
三
文
書
改
定
前
倒
し

際
限
の
な
い
軍
拡
競
争



民
間
の
有
料
職
業
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
手
数
料
は

非
常
に
高
い
の
で
す
。
し
か
も
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
平
均
年
齢
は
上
昇
し
て
お
り
、

23
年
度
は
50
・
５
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
ヘ
ル
パ
ー
に
と
っ
て
は
、
身
体
的

負
担
が
大
き
く
か
な
り
き
つ
い
仕
事
で
す
。

さ
ら
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金
は
他

産
業
と
の
格
差
が
広
が
る
一
方
で
す
。
昨

年
の
全
産
業
平
均
と
介
護
職
員
の
給
与
格

差
は
８
・
３
万
円
。
他
産
業
で
は
賃
上
げ

が
進
ん
だ
こ
と
で
、
前
年
の
６
・
９
万
円

か
ら
格
差
は
大
幅
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
３
年
計
画
で
、

３
年
お
き
に
報
酬
単
価
が
決
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
賃
金
も
３
年
に
一
度
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
で
は
物
価
高
騰
や
賃
金
引

き
上
げ
に
追
い
つ
け
ず
、
そ
の
た
め
に
人

手
不
足
が
進
ん
で
事
業
所
は
廃
業
や
倒
産

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
介

護
ヘ
ル
パ
ー
が
集
ま
ら
ず
、
開
業
し
て
た
っ

た
３
カ
月
で
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い

う
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
介
護
保

険
の
危
機
で
す
。

介
護
労
働
者
が
誇
り
を
持
っ
て
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
介
護
報
酬
と

は
別
建
て
の
、
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
賃

金
改
善
な
ど
で
処
遇
改
善
を
す
べ
き
で
す
。

で
す
。
新
社
会
党
は
制
度
導
入
時
に
「
介

護
保
障
は
保
険
で
は
な
く
税
で
」
と
主
張

し
、
介
護
保
険
に
反
対
し
ま
し
た
が
、
そ

の
正
し
さ
が
訪
問
介
護
問
題
で
鮮
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
の
要
で
あ
る
訪
問
介
護
の
事

業
所
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
24

年
の
倒
産
件
数
は
過
去
最
高
の
１
７
２
件

で
し
た
。
ま
た
、
訪
問
介
護
事
業
所
ゼ
ロ

や
、
１
カ
所
し
か
な
い
自
治
体
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
25
年
６
月
末
時
点
で
、
訪
問

介
護
事
業
所
が
ゼ
ロ
の
自
治
体
は
１
１
５

町
村
、
１
カ
所
し
か
な
い
自
治
体
は
２
６

９
市
町
村
で
、
全
市
区
町
村
の
22
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。

苦
境
に
あ
え
ぐ
事
業
所
に
、
制
度
を
運

営
す
る
自
治
体
が
独
自
支
援
す
る
と
こ
ろ

が
出
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
の
財
政
力
や

首
長
の
姿
勢
で
違
い
が
出
て
い
ま
す
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
国
が
す
べ
て
の
国

民
に
対
し
て
行
な
う
最
低
限
の
生
活
保
障

の
こ
と
）
と
し
て
国
が
税
で
保
障
し
な
け

れ
ば
、
制
度
は
立
ち
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
現
場
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
求
人
倍
率
が
14
倍
と
い
う
危
機
的
状
況

で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
採
用
で
き
ず
、

２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保

険
制
度
は
、
現
在
第
９
次
計
画
に
入
っ
て

い
ま
す
。
計
画
は
３
年
ご
と
に
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
保
険
料
の
倍
化
、
利
用
者
２
割

負
担
対
象
の
拡
大
な
ど
改
悪
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
２
０
２
４
年
度
の
改
定
で

は
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
の
報
酬

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
元
々
訪
問
介

護
の
介
護
報
酬
は
低
く
、
事
業
者
は
運
営

に
苦
労
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
行
わ
れ
た
た
め
、
倒
産
・
廃
業
が
増

え
て
い
ま
す
。
要
介
護
者
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
を
希
望
し
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
が
来
な
い

と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
「
保
険
料
を
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」

週刊新社会を

読みませんか

お問い合わせ先
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訪問介護が崩壊の危機に
公的負担を増やし人材確保を

倒
産
が
続
く
事
業
所

国
庫
負
担
で
賃
金
改
善

求
人
倍
率
は
14
倍


